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2021年4月から企画調査課での勤務を経て、2022年
4月からニューヨーク事務所での勤務が始まりました。渡
航した2022年は、まだ新型コロナウイルスの影響が残っ
ており、「今までどおり」が通用しない出来事も多くあり
ましたが、それも含めて振り返ると、クレアへの派遣は
自治体の国際化について学ぶだけでなく、自分自身の視
野を大きく広げる貴重な経験になったと感じています。

現場こそが学びの場に
企画調査課では、広報業務や海外事務所との連絡調整、
職員の赴任準備などに携わりました。全海外事務所の活
動を横断的に学んだ経験は、その後のニューヨーク勤務
をより充実させる土台になったと感じています。
ニューヨーク事務所では、JETAA（元JET参加者の会）
事業や広報、人事・福利厚生など多岐にわたる業務に携わ
りました。人事業務を通じた日米の雇用形態の学びは、ク
レアレポートのテーマ選定にもつながりました。また、米
国内やカリブ海（ジャマイカ、トリニダード・トバゴ）の
支部を担当したJETAA事業は非常に印象深く、ジャマイ
カで開催された記念会議への参画は貴重な経験となりまし

た。そしてJETAAニューヨーク支部のメンバーとも公私
にわたり親交を深めることができ、かけがえのない思い出
となっています。
ニューヨークでの生活は、仕事も私生活も「日本では当
たり前」が通じない発見の連続でした。また、自分が「外
国人」として暮らす側になった経験は、多文化共生への視
点を大きく変えました。言葉の壁や手続きの難しさなど、
日本で暮らす外国人住民の不安を、実体験として身近に想
像できるようになり、現在の業務にも生かされています。

世界と町をつなぐ、国際交流のいま
現在は国際関係事業全般を担当しています。姉妹都市・
友好都市事業における交流の調整や、多文化共生事業と
しての外国人住民へのサポートが主な業務です。
姉妹都市である米国・ホノルル市とは、児童生徒の派
遣交流を毎年継続しており、相互で行き来しています。
他にも、毎年町内で行われる9月の花火大会や、11月
のアーバンスポーツの世界大会でも多くの海外来賓を受
け入れるなど、国内外を問わず事業を展開しています。

語学を超えた宝物
クレアでの経験を通じて得たものは、語学力や国際
感覚だけではありません。素晴らしい仲間との出会い、
そして異なる価値観を受け入れ、相手の立場に立って
考える姿勢こそが、今の私にとって最大の財産だと感
じています。
これからも国際交流を通じて、日本や町の魅力を発信
し、人と人、地域と地域をつなぐ役割を果たしていきた
いと思います。
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